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６．景観検討方法の判断の流れ 

・前頁「４．ガイドラインの活用にあたって（景観検討の方法）」に記載の【連携】と【各自】 

に分類する判断の流れは以下の通りです。 

 

 
市内の公共施設等（道路、橋梁、河川・水路、港湾・漁港、公園・緑地、公共建築物等） 

公共施設・公共建築物 その他＊ 

 
判断の視点（４点） 

１．景観重要公共施設又は景観重要建造物の指定状況 

・景観重要公共施設又は景観重要建造物に指定、 

又は指定前提の施設等 

２．景観推進地区・都市景観協議地区の指定状況 

・景観推進地区内又は都市景観協議地区 

３．上位関連計画等における位置付け 

・都市計画マスタープラン、景観ビジョン等上位計画において 

地区の景観形成上重要な施設、地域の核となる施設等の位置

付けがある 

４．事業規模・施設等用途、その他 

・工事費が 6億円以上の土木、建築工事を含む事業で 

整備・改修等を行う施設等 

・その他、景観配慮が特に求められる場合 

いずれかに該当するもの 

景観検討の流れについて 

景観担当部署に相談するもの 
相談 

都市デザイン室、景観調整課、エリア担当

課等と連携して景観検討を行います。必要

に応じ、デザイン推進会議や都市美対策審

議会等への意見聴取を実施します。 

事業所管課においてガイドラインを活用

し、主に巻末のチェックシートによる

景観検討を行います。 

必要に応じて、都市デザイン室、景観調

整課、エリア担当課等に相談を実施する

ことが望まれます。 

協議のうえ景観検討の進め方を判断 

【連携】 【各自】 

該当しないもの 

※具体的な景観検討の進め方は７頁「７．景観担当部署

等と連携して検討を行うことが望ましい事業の景観検

討の進め方【連携】」を参照してください 

※具体的な景観検討の進め方は 10 頁「８．事業所管課に

おいてガイドラインを活用し、景観検討を行う事業の

景観検討の進め方【各自】」を参照してください 

図１－５ 景観検討の判断の流れ 

＊「その他」に該当する公益施設については、主に事業所管課においてガイドラインを参考に景観検討を行います。 

  必要に応じて景観調整課に相談し、都市デザイン室やエリア担当課等と連携して景観検討を進めていきましょう。 
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